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泌 尿 器 科 に お け るSulfobenzylpenicillinの 臨 床 成 績

生亀芳雄 ・小川秀弥 ・菅間正気

関東逓信病院泌尿器科

1. は じ め に

SB-PCは sulfobenzylpenicillin のsodium塩 であ

り,そ の構 造 式 は図1の よ うで あ る。

本 剤 は武 田薬 品 の研 究 所 にお いて 開 発 され た広 領 域 合

成penicillinで,そ の特 性 はcarbenicillinに 類 似 し

て い る。

わ れ われ は今 回,本 剤 の尿 路 感 染 症 患者 の尿 中 よ り分

離 したEscherichia coli (E.coli)な どにつ いて そ の抗

菌 力 を検 討 す る と とも に,急 性 あ るい は慢 性 膀 胱 炎,急

性 淋疾 な ど に対 す る そ の治療 効果 を し らべ た 。

II. E. coliに 対する抗菌力

尿 路 感染 症 患者 の 尿 中よ り分 離 したE. coli 26株 お

よびNHUJ株 に対 す る最小 発 育 阻 止 濃 度 は 表
,1の よ う

で,そ の大 部 分 が6.25～12.5 mcg/mlで,AB-PCに

お い て は3.12～6.25 mcgに あつ た。NIHJ株 につ い て

は 本剤 は12.5 mcg/ml, AB-PCは6.25 mcg/mlで

あ つ た。

図2はSB-PCとAB-PCと の相 関 を しめ した もの

で あ る。

III. 使 用 症 例

表2に しめしたように急性膀胱炎13例,慢 性膀胱炎3

例の計16例,ま た急性淋疾4例 にも本剤を使用した。

なお起炎菌に関しては急性膀胱炎ではE. coliが11

株,Staph. auremsが2株 で,慢 性膀胱炎はE. coli

1株,Pseudomonasが2株 である。

IV. 臨 床 成 績

1) 急性膀胱炎および慢性膀胱炎

急性膀胱炎では1日1回500 mg筋 注,2日 間の使

用,慢 性膀胱炎では1日1回500 mgあ るいは1000 mg

の筋注で使用期間は5日 間である。

成績の判定は自覚症状,尿 中白血球,尿 中細菌のいず

れもが消失,陰 性化 したもの,ま たこれらのうち自覚症

状の1つ が改善され,そ の他のものはみな消失,陰 性化

したものを著効(〓)と し,自 覚症状が消失または改善さ

れ,尿 中細菌も陰性化しているが,尿 中白血球がわずか

に残存しているものを有効(+),上 記3所 見がほとんど

かわらないものを無効(-)と した。

この判定基準にしたがつて急性膀胱炎13例 の成績をみ

ると著効(〓)7例,有 効(+)4例,無 効(-)2例 であ

り,そ の有効率は84.6%で あつた。

慢性膀胱炎は3例 とも無効であるがこのうち2例 は起

炎菌が緑膿菌である。

図1 構 造 式

表1 SB-PCとAB-PCの 尿 路 分 離株(E. coli)

に対 す る抗 菌 力

但 し1株 はNIHJ

SB-PC: 12.5

AB-PC: 6.25

図2 SB-PCとAB-PCと の感 受 性 相 関(E. coli)

mcg/ml
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2) 急性淋疾

4例 の急性淋疾に本剤を1日1回1000 mg筋 注の場

合の成績では淋菌は注射後1～2時 間で鏡検上消失し,

白血球も4～12時 間で減少または消失している。また自

覚症状 も8～12時 間でやはり軽減あるいは 消失 してい

る。

1日1回1000 mg筋 注,3～5日 間の使用によりい

ずれも満足すべき結果がえられた。

なお表3は 急性淋疾の経時的治療効果の1例 をしめし

たものである。

V. 副 作 用

本剤を使用した20例 では自覚的に副作用を訴えたもの

は1例 もなかつた。

また表4,5に しめしたように本剤の使用前後におけ

る血液,血 液生化学所見にはその影響によると思われる

異常変動はみとめられなかつた。

IV. お わ り に

1) 尿路感染症患者より分離 したE. coliに 対する本

剤の最小発育阻止 濃度は6.25～12.5 mcg/mlに あつ

た。

2) 急性膀胱炎に対する有効率は84.6%で あつた。

3) 急性淋疾では注射後1～2時 間で淋菌の消先,12時

間までで自覚症状の改善,消 失と白血球の減少,消 失が

みとあられた。

4) 自覚的な副作用,ま た本剤による血液 、血液生化学

の異常変動はみとめられなかつた。

表2 SB-PC臨 床 成 績

表3 SB-PCの 急性淋疾 に対する治療効果の1例

(36歳男子)

1回1000 mg筋 注
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表4 血 液 所 見

表5 血 液 生 化 学 所 見
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RESULTS OF CLINICAL STUDIES ON SULFOBENZYLPENICILLIN 

IN THE FIELD OF UROLOGY

YOSHIO IKI, HIDEYA OGAWA and SHOKI KANMA 

Department of Urology, Kanto Teishin Hospital

Studies were done on antibacterial activity of sulfobenzylpenicillin (SB-PC) against clinical iso-

lates as well as on its therapeutic effects on acute and chronic cystitis and acute gonorrhoea. 

MIC of SB-PC ranged from 6.25•` 12.5 mcg/ml against E. coli isolated from the urine of patients 

with urinary-tract infections. The rate of effectiveness of SB-PC on acute cystitis was 84. 6 per 

cent. In the case of acute gonorrhoea, Neisseria gonorrhoeae disappeared 1•`2 hours after injection, 

and improvement or disappearance of the subjective symptoms as well as decrease or disappearance 

of leukocytes were observed within 12 hours after injection. 

No subjective adverse effects were noted. In addition, no abnormal changes were observed in the 

blood picture and blood chemistry.


